
























































E(i+Tj)=E(i)Mj (j- 1･2) (6)
で定義される2×2の定数行列Mj (モノドロミ-行列 )が各周期 Tjに対して定まるO モノ
ドロミ-行列の固有値はdet(Mj)- 1なることより(lj･AIl)なる組となり･ これらは特
性乗数 (Floquet乗数 )と呼ばれる｡
今,特性乗数 早 こ対して (}j)k-1となる整数 kは た -0に限られる粗 Mjを ､n-
resonantと呼ぶことにする｡ この状況のもとで次の定理が成 り立っ ｡
定理 (ziglin,1983)
Hamilton系(1)が Hamiltonian〟 と独立なmeromorphicな第 1積分 ◎=const.を有す
るとし,かつある特殊解に対してNormalVariationalEquationの2つのモノドロミ-行列








Z(1-I,許 lr-(a+♂+1,Z]詰-αβE -0 (7)
に変換されるという特殊事情によりモノトロミ-行列の具体的な表現が可能である｡その結果
(Yoshida,1984)Ml,M2について共通に




































であったと理解している｡ DNA二重らせんの性質については,最近別に紹介する機会 卜 3)
を与えられているので,ここではすぐに本論に入ることにする｡
2. 安定に伝播する欠陥
上記 (A)に対する答えとして,設問に合致する構造欠陥は図 1の(d)のようなものであると
いえる｡ これは,無傷のDNA二重らせん(a)から,まず1ピッチぶんの鎖間水素結合を切っ
て (b),次に(C)のように一方の鎖に切断をっくり,他方の鎖をしてこの切断箇所をくぐらし
め,そのあと切断をっないだとしたらできるであろうような欠陥であるO これは, トポロジカ
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